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草津市産業振興計画について（概要）

〇計画策定の背景・趣旨

我が国におきましては、企業における人材不足や事業承継問題の深刻化、少子高
齢化に伴う生産年齢人口の減少といった、業種を問わない共通の課題が生じてい
ることや、新型コロナウイルス感染症により、世界中でビジネスモデルの変更を余
儀なくされるなど、暮らしの在り方にも大きな変化が生じています。

また、持続可能な社会を目指したSDGsの推進をはじめ、2050年カーボン
ニュートラル、脱炭素社会の実現やSociety 5.0の実現が求められており、経済
発展と社会課題の解決を両立した社会の実現に向けた取組が必要となっています。

こうした状況を踏まえ、本市では、本市経済の発展と市民生活の向上を図る
ことを目的として、「草津市産業振興条例」を制定するとともに、産業全体の
中長期的な方向性を示す計画として、「草津市産業振興計画」を令和５年７
月に策定しました。

計画期間 ：令和５年度～令和１４年度 （１０年間）
→ 社会情勢の変化等を踏まえて５年を目途に見直し

※令和10年度に計画の見直し

対象業種 ： 産業全般 （農業を除く）
→ ６次産業化や農商工連携などの領域は対象分野
→ 業種を問わない共通課題に対応するため、工業・商業・観光など、

個別の業種に限定した構成にしていない

〇ポイント

推進体制 ： １０年後に描く「目指すべき姿（＝本計画のビジョン）」の実現に向け、
各主体（事業者・産業振興団体・金融機関・教育研究機関・市民）が
相互に役割(※)を果たしつつ、連携・協働により取り組む
→ 「草津市産業振興審議会」において、毎年度、進行管理を実施

(※) 草津市産業振興条例第５～１０条に規定

〇計画の全体像

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な未来を創造するため、草津市が一丸となって新たな価値を生み出し、市内産業

の活性化と雇用の創出を図り、更なる活気に満ちたまちづくりを進めることで、持続可能な

「魅力あふれるまち」を創出するとともに、いつまでも活気にあふれ、だれもが“健幸”に

なれるまちを構築していきます。 
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計画の体系図（「戦略」→「施策」→「主な取組事例」）
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草津市産業振興計画の進行管理について
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〇各主体の役割（条例第５～１０条） 〇目標指標



スタートアップ創出等支援事業費

◆スタートアップ創出等支援事業費補助金

本市と立命館大学は、先進的なアイデア・技術を強みに短期間で急成長を遂げる企業(スタートアップ）の創出等に向けて協

力して取り組むため、令和７年７月に覚書を締結しました。

令和８年度は、イノベーション集積拠点の創出（※）を見据えて、立命館大学や関係団体等と連携し、地域に根差したスタート

アップの創出・成長・集積に向けた取組を実施します。

（※）滋賀県南部地域の経済成長を牽引し、スタートアップや既存企業などの交流・集積による新たな価値を生み出すオープンイノベーション拠点の創
出に向けて、令和７年度から事業成立性等の検討を進めている。

広報・ブランディグを通じて、「スタートアップが成長・集積できる」「人・企業の交流が活発」「新たな事
業に挑戦しやすい」まちを目指します。

対象者 立命館大学

補助率 事業費の１／２

４

起業家育成プログラムの提供、スタートアップと地域企業の共創・マッチング機会の創出に係る取組に対して支援します。

【戦略１－施策２－④】スタートアップ企業等の集積促進
（企業オフィス等の立地適地の創出）

新しい価値の創出に向けて
後押しします！



スタートアップエコシステム構築に資する取組

経営（起業）人材の発掘・育成（機運醸成）事業
COMMUNITY CAMPUS＋R

SU×地域企業の連携・共創（マッチング）事業
GIC CONNECT

社会実装・事業性検証支援に資する取組

市役所庁舎等を活用した実証フィールドの提供

対象：高校生・大学生（学部生・院生）・職員・市民
（参加者：大学生20名、職員1名、市民1名）

プログラム：
DAY1｜起業家マインド
DAY2｜デザイン志向
DAY3｜ビジネスモデルPt.1
メンタリングDAY
DAY4｜ビジネスモデルPt.2＆ピッチ練習
DAY5｜最終発表（Demo Day）
※最終発表はGIC CONNECTにて

対象：SU・地域企業・VC・地域金融機関・研究者

プログラム：
社会実装ステージ
・ 基調講演 佐藤 亮 氏

（Replit Japan Community Lead）
・ 基調パネルセッション

渥美 奈津子 氏
加古川 篤 氏
保坂 誠 氏
鮫島 昌弘 氏
小村 隆祐 氏
藤田 勝利 氏

・GIC社会実装ピッチ

草津宿場まつり2026 庁舎（びわ湖放送より）

草津市実証実験支援補助金事業

・ 事業費の３分の２を補助（上限100万円）
・ 市が実証フィールドを提供

採択事業（6者）
事業者名 事業名

立命館大学(吉岡先生) 勾玉型ソーラー風車システムの技術実証及び事業化可能性調査

立命館大学（加古川先生） カメラ付き自走式ロボットによ小口径下水道圧送管点検の実証実験

立命館大学（中谷先生・田中先生） 草津市不登校生徒ステップアップ支援事業

Patentix株式会社 ハーフインチサイズのr－GeO₂バルク基板加工技術の先行開発

株式会社岩佐 環境型学びデバイス「The Earth Box」実証事業

Kanaria Tech株式会社
公共施設におけるロボット活用から開始し、民間施設や教育分野へ展開することで、
地域社会の浸透するモデルケースの構築を目指す

【戦略１－施策３－⑨】多様な主体との連携の促進
（社会実験等への協力支援）
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【戦略２－施策３－⑩】ＤＸの実現に向けたデジタル化の促進
（デジタル人材の育成支援）

2/24の草津市企業同和教育促進協議

中小企業等DX推進補助金

2/24の草津市企業同和教育促進協議

６

中小企業にとって即戦力となる、実務経験がある人材の確保
に関する採用費用を補助します。

滋賀県産業支援プラザで実施している奨学金返還支援制度
に対する上乗せ補助を実施します。

◆人材確保支援補助金

◆奨学金返還支援補助金

①転職サイトを活用した人材採用に係る経費
②人材紹介会社を利用した成功報酬型の人材採用に係る経費
③転職フェア等の出展に係る費用

※①、②については採用につながった場合のみ対象

対象経費

補助上限額

45千円／１人 ※

補助率 経費の１／２

３００千円／１者

①雇用期間の定めのない従業員であること。
②３５歳以下であること。
③草津市内の事務所または事業所に勤務していること

対象者

補助上限額

※滋賀県産業支援プラザの補助額の１／２を上限とする

補助率 経費の１／２

【戦略２－施策２－⑦】多様な人材の活躍促進
（関係機関と連携した人材確保等の支援）

中小企業等人材確保支援補助金

◆中小企業等DX推進補助金

中小企業にとって業務の効率化を目的とし、これまでの「人
材育成」に加え、「機器等の導入」も新たに対象とした補助を実
施します。

市内中小企業の採用力と
組織の安定性を後押し！！

対象経費

【環境整備】
①機器購入費（汎用的に使用するパソコン等は対象外）
②業務ソフトウェア購入費および使用料

【人材育成】
①各種研修の受講および講習参加に要する経費
②外部講師または専門家による研修や技術指導に要する経費

補助上限額 ３００千円／１者

補助率 経費の１／２



JRグループ6社と自治体等が協働で全国から誘客を図る大型観光キャンペー

ンであるデスティネーションキャンペーン（以下「滋賀DC」）が滋賀県にお

いて、令和9年秋（10月～12月）に開催されます。

本市においても、滋賀DCのプレ期間である令和8年は「観光元年」と位置付

けた平成8年から30周年を迎える年であることから、本市の観光コンテンツの

創出・強化、プロモーションの促進等、観光誘客の取組を進めます。

・観光周遊促進事業費

「観光元年」の30周年にゆかりのある地を周遊できる謎解きコン

テンツを創出し、市外からの誘客強化を図ります。

・観光コンテンツ強化費

市内観光事業者に対し、観光コンテンツの創出を促し、滋賀DCを

通じて全国にPRすることで認知度向上および滞在時間の延長を図り

ます。

プレ期間（R8年）

鉄道を利用した全国各地からの誘客を図るため、観光コンテンツの創出・強化や魅

力発信を行うことで、３年間の土台作りを行います。

本番期間（R9年）

鉄道を利用した観光客の受入体制を拡充するとともに、滋賀県内での滞在を促進す

る取組や魅力発信を行います。

アフター期間（R10年）

滋賀DC期間の終了後を見据え、観光資源の自立性を高め、持続的な観光振興を図り

ます。

・本市の観光資源の魅力を発信

・交通アクセスを活かした誘客の促進

・来訪者および宿泊者数の増加

・観光消費額の向上

目

的

効

果

事業概要 事業詳細

観光コンテンツの創出・強化

プロモーションの強化

・大規模イベント誘致事業補助金

市外への認知度向上を目的として新たな大規模イベントの実施を

促進するため、イベント開催に係る費用の一部を支援します。

来場者数3,000人以上 補助上限額： 500千円 補助率：1/2

来場者数5,000人以上 補助上限額：1,300千円 補助率：1/2

・滋賀DC誘客促進事業費

旅行会社等が作成する滋賀DCパンフレットやツアー情報などへの

掲載を図り、誘客促進を図ります。

その他拡大観光事業

鉄道を起点としたツーリズム促進を目的とし、観光ツアーの創出、

観光環境の整備などの事業を実施します。

新規

拡大

新規

【戦略３－施策２－⑤】観光地域づくりを通じた地域の魅力向上
（広域連携による観光の推進）
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